
【
１
月
】

10
日
（
日
）
今
年
の
県
内
の
新
成
人
は
、

１
万
４
６
１
５
人
で
前
年
比
６
７

９
人
減
。

15
日
（
金
）
県
は
県
内
私
立
高
校
の
入
試

出
願
状
況
を
ま
と
め
た
。
全
日
制

は
４
・
31
倍
、
定
時
制
は
３
・
25

倍
。

16
日
（
土
）
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
始

ま
る
。
県
内
５
大
学
６
会
場
。
志

願
者
は
昨
年
よ
り
２
０
１
人
多
い

６
０
８
９
人
。

18
日
（
月
）
大
津
市
は
、
く
い
打
ち
デ
ー

タ
改
ざ
ん
問
題
で
市
立
逢
坂
小
体

育
館
の
工
事
に
流
用
が
見
つ
か
っ

た
と
発
表
。
安
全
性
に
問
題
は
な

い
と
い
う
。

19
日
（
火
）
滋
賀
労
働
局
は
今
春
卒
業
予

定
の
県
内
高
校
生
の
就
職
内
定
率

を
86
・
５
％
（
11
月
末
、
前
年
同

期
比
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
発

表
。
求
人
数
は
３
１
５
０
人
（
15
・

９
％
増
）
で
３
千
人
台
の
回
復
は

09
年
以
来
。

・
甲
賀
署
は
、
特
別
支
援
学
校
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
車
内
で
女
子
生
徒
に

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
と
し
て

バ
ス
運
転
手
の
会
社
員
を
逮
捕
。

22
日
（
金
）
県
教
委
は
今
春
の
中
学
卒
業

予
定
者
の
進
路
志
望
状
況
を
ま
と

め
た
。
高
校
な
ど
へ
の
進
学
志
望

率
は
２
年
連
続
99
・
２
％
で
、
う

ち
県
立
全
日
制
の
平
均
志
望
倍
率

は
１
・
08
倍
。

28
日
（
木
）
大
津
市
教
委
は
、
中
学
生
に

英
語
の
み
で
英
語
授
業
を
行
う
モ

デ
ル
事
業
を
来
年
度
２
学
期
に
２

校
で
実
施
。
19
年
度
の
全
中
学
校

全
学
年
へ
の
導
入
を
め
ざ
す
。
あ

わ
せ
て
教
員
の
海
外
研
修
に
も
と

り
く
む
。

29
日
（
金
）
「
滋
賀
の
障
害
児
教
育
を

よ
く
す
る
会
」
は
、
特
別
支
援
学

校
の
教
育
環
境
の
改
善
を
求
め
る

署
名
３
万
６
８
２
筆
を
県
教
委
に

提
出
。

・
県
教
委
は
県
立
高
校
の
推
薦
・
特

色
選
抜
の
出
願
状
況
を
発
表
。
出

願
倍
率
は
推
薦
が
１
・
08
倍
、
特

色
は
３
・
32
倍
。

30
日
（
土
）
２
０
１
５
子
ど
も
の
未
来
を

ひ
ら
く
教
育
の
つ
ど
い
（
甲
西
高

校
）

【
２
月
】

１
日
（
月
）
文
科
省
が
公
表
し
た
学
校
保

健
統
計
調
査

報
で
、
県
内
高
１

女
子
の
身
長
は
全
国
で
最
も
高
く
、

中
１
女
子
の
体
重
は
最
も
軽
か
っ

た
。

・
危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
中
国
か
ら
輸
入

し
た
と
し
て
愛
知
県
警
は
、
大
津

市
立
中
学
教
諭
ら
２
人
を
逮
捕
し

た
。
同
教
諭
は
覚
せ
い
剤
も
使
用

し
て
い
た
。

２
日
（
火
）
県
内
私
立
高
校
の
入
試
、
１

万
１
６
２
４
人
が
受
験
。
倍
率
は

全
日
制
１
・
02
倍
、
定
時
制
１
・

29
倍
。

３
日
（
水
）
県
総
合
教
育
会
議
、
貧
困
や

不
登
校
の
問
題
を
議
論
し
た
。

12
日
（
金
）
県
教
委
、
県
立
高
校
の
推
薦
・

特
色
選
抜
の
結
果
発
表
。
合
格
率

は
、
推
薦
85
・
３
％
、
特
色
30
・

２
％

14
日
（
日
）
滋
賀
民
研
研
究
集
会
（
彦
根
）

15
日
（
月
）
「
聾
話
学
校
を
守
り
発
展
さ

せ
る
会
」
は
県
や
県
教
委
に
１
万

３
３
５
３
筆
の
署
名
を
提
出
、
経

験
豊
富
な
教
員
を
異
動
さ
せ
な
い

な
ど
、
聴
覚
障
害
児
の
教
育
環
境

の
向
上
を
求
め
た
。

16
日
（
火
）
教
科
書
会
社
が
検
定
中
の
教

科
書
を
教
員
ら
に
見
せ
謝
礼
を
支

払
っ
て
い
た
問
題
で
県
教
委
は
、

県
内
で
29
人
が
謝
礼
を
受
け
取
っ

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

・
滋
賀
県
競
技
力
向
上
対
策
委
員
会

は
滋
賀
国
体
に
向
け
、
ス
ポ
ー
ツ

採
用
教
員
を
６
倍
に
す
る
な
ど
選

手
強
化
や
指
導
者
養
成
な
ど
に
関

す
る
５
年
後
の
目
標
値
を
定
め
た
。

19
日
（
金
）
高
島
市
16
年
度
予
算
案
発
表
。

第
３
子
以
降
の
保
育
料
を
無
料
化
、

第
２
子
も
半
額
に
。

21
日
（
日
）
滋
賀
高
教
組
と
全
教
滋
賀
教

組
が
組
織
統
一
し
、
全
滋
賀
教
職

員
組
合
を
結
成
。

22
日
（
月
）
彦
根
署
は
、
小
５
の
弟
を
刺

し
重
傷
を
負
わ
せ
た
事
件
で
、
市

内
の
高
３
男
子
生
徒
を
逮
捕
。

「
大
学
受
験
に
失
敗
し
腹
が
立
っ

て
や
っ
た
」
と
供
述
。

25
日
（
木
）
県
教
委
は
県
立
高
校
一
般
選

抜
の
出
願
状
況
を
発
表
。
倍
率
は

全
日
制
１
・
13
倍
、
定
時
制
０
・

82
倍
。

・
長
浜
市
16
年
度
予
算
案
、
高
島
市

と
同
様
の
保
育
料
減
免
に
加
え
て
、

全
小
学
校
の
学
校
給
食
を
無
料
化

（
９
月
か
ら
）
。

（
丹
部
）

佐
藤
先
生
か
ら
も
青
木
先
生
か
ら
も
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
に
流
さ
れ
な
い
温
か
い
子
ど

も
と
の
向
き
合
い
方
を
学
び
ま
し
た
。
文

章
に
表
れ
な
い
時
間
が
本
当
は
貴
重
な
も

の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
偽
り
の
英
語
教

育
、
も
っ
と
騒
ぎ
立
て
ま
し
ょ
う
。

（
Ｙ
・
Ｋ
）
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昨
秋
、
標
記
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
地
域
民

主
教
育
全
国
交
流
研
究
会
近
江
八
幡
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
会
場
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園

を
お
借
り
し
ま
し
た
。
集
会
は
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
、
文
字
通
り
全
国
か
ら
の
参
加
が

あ
り
、
内
容
的
に
も
充
実
し
成
功
し
た
と
自

賛
し
て
い
ま
す
。

「
安
心
と
自
由
の
生
き
る
学
校･

地
域
を
子

ど
も
た
ち
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
１
９
９

９
年
に
滋
賀
教
科
研
の
編
集
で
出
版
し
た

『
安
心
と
自
由
が
生
き
る
学
校
』
（
か
も
が

わ
出
版
）
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
し
た
。
学
校
・

地
域
に
お
け
る
「
安
心
と
自
由
」
を
改
め
て

深
め
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
現
地
企
画

の
中
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
!
（
仮
）
セ
ン
セ
の

放
課
後
」
で
、
若
い
教
師
の
元
気
の
泉
を
共

に
汲
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

参
加
者
も
フ
ロ
ア
か
ら
発
言
し
語
り
合
う
と

い
う
、
文
字
通
り
ラ
イ
ブ
が
実
現
し
ま
し
た
。

全
国
規
模
の
研
究
集
会
の
開
催
を
引
き
受
け

る
と
、
準
備
や
運
営
な
ど
は
確
か
に
大
変
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
こ
え
て
得
る
も
の
が

大
き
く
力
が
つ
く
と
考
え
て
引
き
受
け
る
の

で
す
。
今
回
も
、
集
会
の
準
備
を
進
め
る
実

行
委
員
会
の
た
び
に
、
県
内
の
実
践
報
告
を

受
け
て
論
議
す
る
研
究
会
を
重
ね
ま
し
た
。

多
く
は
若
い
教
師
の
苦
悩
と
実
践
の
模
索
を

も
と
に
し
た
研
究
交
流
で
し
た
。
切
実
に
考

え
さ
せ
ら
れ
る
報
告
ば
か
り
で
、
そ
こ
に
は
、

変
化
し
複
雑
化
す
る
子
ど
も
の
問
題
を
ど
う

理
解
す
れ
ば
よ
い
か
、
そ
の
子
を
含
む
家
族

の
く
ら
し
の
厳
し
さ
を
踏
ま
え
な
が
ら
父
母

と
ど
う
手
を
繋
ぐ
か
、
と
い
う
課
題
が
あ
り
、

簡
単
に
は
見
通
し
が
持
て
な
い
と
い
う
実
態

が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
て
実

践
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
教
師
に
と
っ
て
、

も
う
一
つ
の
重
い
苦
悩
は
、
「
創

的
な
実

践
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
自
由
」
へ
の
様
々

な
形
の
圧
迫
の
強
ま
り
で
す
。
い
ま
学
校
に

支
配
的
な
雰
囲
気
は
、
「
失
敗
を
許
さ
な
い
」

と
か
「
厳
し
い
指
導
」
を
求
め
る
と
い
う
風

潮
で
す
。
規
格
化
さ
れ
た
「
○
○
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
の
押
し
つ
も
あ
り
ま
す
。
教
師
が
「
キ

チ
ン
と
チ
ャ
ン
と
」
「
ビ
シ
ッ
と
バ
シ
ッ
と
」

な
ど
の
感
覚
に
自
ら
も
縛
ら
れ
る
と
、
他
の

同
僚
や
子
ど
も
を
も
ま
た
縛
っ
て
い
く
と
い

う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

開
会
集
会
は“

湖
国
”
に
相
応
し
い
内
容

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
公
害
研
究

の
第
一
人
者
で
あ
る
宮
本
憲
一
先
生
と
、
琵

琶
湖
に
生
き
る
漁
師
で
も
あ
る
杉
本
敏
隆
県

会
議
員
の
お
話
を
繋
い
で
聞
け
た
の
は
貴
重

な
こ
と
で
し
た
。
琵
琶
湖
と
地
域
に
根
ざ
し

て
奮
闘
し
て
き
た
杉
本
さ
ん
の
生
き
ざ
ま
も

参
加
者
の
心
を
打
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
震

災
と
原
発
事
故
以
後
の
日
本
を
生
き
る
こ
と

を
湖
国
と
い
う
舞
台
で
考
え
る
、
意
義
深
い

機
会
に
な
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

「
安
心
と
自
由
」
は
、
子
ど
も
と
教
育
分

野
だ
け
の
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
や
、

日
本
社
会
の
あ
り
方
・
行
く
末
を
考
え
る
キ
ー

ワ
ー
ド
で
も
あ
り
ま
す
。
安
保
法
制
と
集
団

的
自
衛
権
容
認
の
閣
議
決
定
、
さ
ら
に
は
憲

法
改
悪
へ
の
危
険
な
動
き
、
そ
れ
に
対
抗
す

る
若
者
・
マ
マ
な
ど
各
層
の
市
民
の
立
ち
上

が
り
が
全
国
で
う
ね
り
と
な
っ
て
い
る
、
運

動
が
切
り
結
ぶ
そ
の
接
点
で
考
え
た
い
テ
ー

マ
で
す
。
ま
た
、
わ
た
し
は
「
安
保
法
制
の

廃
止
と
立
憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る
市
民
の

会
し
が
」
の
運
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

そ
う
し
た
運
動
を
創
っ
て
い
く
際
に
も
、
参

加
者
自
身
が
心
す
べ
き
課
題
と
し
て
こ
の
テ
ー

マ
を
考
え
て
も
い
る
の
で
す
。

（
ふ
く
い

ま
さ
ひ
で
）
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滋

賀

の

教

育

動

向

2016年

1月
2月

安
心
と
自
由
の
生
き
る
学
校･

地
域
を
子
ど
も
た
ち
に

福
井

雅
英

（
滋
賀
県
立
大
学
）

・安心と自由の生きる学校・地域を

子どもたちに／福井 雅英 …P1

・響の”め”が出た物語／佐藤 光音

…P2,3

・小学校五年生理科「植物の発芽と

成長」から、学習のあり方を考え

る／青木 保彦 …P4,5

・やっぱり、学校が好きだった

／今宿 博樹 …P6

・英語教育を考える／福田 香里…P7

・滋賀の教育動向 1・2月 …P8

《 今月の紙面 》

《 2016年4月号 No.334》


